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町があなたのお医者さん 

あなたのからだは何才でしょう 

なんでも測ってみよう 

体力測定 

塩分をとり過ぎていませんか、食生活を考えよう。 

栄養相談 
みそ汁や吸いものなどの 

塩分濃度測定及び判定 

もしもの時の応急処置は 

人工呼吸法 

（心肺蘇生法）実演 

80才でも、20本は自分の歯で 

歯科検診及び相談 

フッ素塗布及び 

歯みがき指導 

幼児の応急処置 

歯みがきからガン検診まで0 

つり 
3月11日日 
●午前9時ト午後3時●
赤池町民会館・同和対策中央研修所 

巨蕪― 

ど
ん
底
か
ら
抜
け
だ
す
た
め
 

に
は
、
自
殺
か
、
自
ら
を
も
 

う
一
度
原
点
に
帰
っ
て
見
直
 

す
し
か
な
い
。
赤
池
町
の
財
 

政
は
ど
ん
底
で
あ
る
。
 

い
ま
 

町
職
員
は
自
ら
を
罰
す
る
よ
 

う
に
自
戒
を
は
じ
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
 

四
月
は
、
統
】
地
方
選
挙
、
赤
池
町
は
 

町
会
議
員
選
挙
が
あ
る
▼
地
方
自
治
に
 

は
昔
か
ら
、
二
つ
の
考
え
方
が
あ
る
。
 

そ
の
ー
つ
が
伝
来
説
、
法
治
国
家
の
も
 

と
に
与
え
ら
れ
た
も
の
、
も
う
ー
つ
が
 

固
有
説
、
天
か
ら
授
け
ら
れ
た
も
の
と
 

い
う
考
え
方
が
あ
る
。
こ
の
両
説
は
、
 

互
い
に
対
立
し
て
き
た
が
、
両
説
の
バ
 

ラ
ン
ス
が
現
実
で
あ
る
▼
昭
和
二
十
三
 

年
、
第
一
回
統
一
地
方
選
挙
が
行
わ
れ
 

た
。
戦
前
、
満
鉄
、
華
北
交
通
の
役
員
 

を
努
め
て
い
た
、
加
藤
新
吉
三
奈
木
村
 

長
（
現
在
は
甘
木
市
に
合
併
）
は
、
こ
 

の
選
挙
で
村
長
に
選
ば
れ
た
。
最
近
そ
 

の
「
加
藤
新
吉
遺
稿
集
」
 
が
出
た
。
彼
 

の
業
績
は
、
そ
の
卓
越
し
た
 
「
見
識
」
 

と
「
自
治
に
賭
け
る
意
気
込
み
」
で
あ
っ
 

た
と
記
さ
れ
て
い
る
▼
多
く
は
書
け
な
 

い
が
、
村
長
に
選
ば
れ
た
と
き
の
演
説
 

に
「
村
は
村
民
が
自
治
す
る
。
皆
が
み
ん
 

な
役
場
に
出
か
け
る
わ
け
に
は
い
か
な
 

い
の
で
村
長
を
選
ぶ
。
村
が
主
で
は
な
 

く
て
、
村
民
が
主
人
、
村
長
は
公
僕
で
 

あ
る
」
▼
村
長
は
議
会
が
代
表
す
る
民
 

意
を
聞
い
て
村
政
に
当
た
る
が
、
そ
れ
 

で
は
村
民
は
四
年
間
何
も
し
な
く
な
る
。
 

そ
こ
で
村
民
が
気
軽
に
政
治
に
参
画
で
 

き
る
全
村
協
議
会
を
つ
く
る
。
 
四
月
の
 

自
治
に
か
け
る
意
気
込
み
が
問
わ
れ
る
。
 



票
 

(3) z 
バス停一ー白雲ライン 

の 

県
知
事
●
県
議
会
議
員
 

町
議
会
議
員
 

投
票
 日 
17下4 
、 月 4 
ー十21 日 
u /J 

ラ 旦 7 
（旦） 一 

日 

四
月
は
、
県
知
事
・
県
議
会
議
員
と
町
議
会
議
員
の
選
挙
が
 

行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
選
挙
は
、
私
た
ち
に
身
近
で
、
暮
し
と
深
 

い
か
か
わ
り
の
あ
る
大
事
な
選
挙
で
す
。
 

み
な
さ
ん
、
そ
ろ
っ
て
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。
 

投
票
日
の
当
日
、
当
該
選
挙
の
選
挙
 

権
を
も
ち
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
 

て
い
る
人
で
す
。
 

県
知
事
選
挙
→
昭
和
 46 

年
4
月
8

日
 

ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
平
成
2
月
 12 

月
 17 

日
以
前
か
ら
引
き
続
き
、
赤
池
町
 

の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
 

人
で
す
。
 

県
議
会
議
員
選
挙
→
昭
和
 46 

年
4

月
 

8
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
平
成
2
 

年
 12 

月
 28 

日
以
前
か
ら
引
き
続
き
、
赤
 

池
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
 

い
る
人
で
す
。
 

（
た
だ
し
、
い
ず
れ
も
 

今
 

「『 し
 

×
 

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
て
も
、
 

そ
の
後
、
県
外
に
転
出
さ
れ
た
人
は
投
 

票
で
き
ま
せ
ん
）
 

町
議
会
議
員
選
挙
→
昭
和
 46 

年
4
月
 

22 

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
平
成
3
 

年
1
月
 15 

日
以
前
か
ら
引
き
続
き
、
赤
 

池
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
 

い
る
人
で
す
。
 

（
た
だ
し
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
 

て
い
て
も
、
そ
の
後
、
町
外
に
転
出
し
 

た
人
は
、
投
票
で
き
ま
せ
ん
）
 

（ば 

，
」
」
 

難
難
灘
識
舞
灘
麟
織
麟
一
 

投
票
日
に
や
む
を
得
な
い
仕
事
や
旅
 

行
な
ど
の
た
め
、
投
票
で
き
な
い
人
は
、
 

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
 

⑨ 

⑥
不
在
者
投
票
の
で
き
る
期
間
 

県
知
事
選
挙
は
3
月
 18 

日
か
ら
4

月
 

6
日
ま
で
 

県
議
会
議
員
選
挙
は
3
月
 29 

日
か
ら
 

4
月
6

日
ま
で
 

町
議
会
議
員
選
挙
は
4
月
 16 

日
か
ら
 

4
月
 20 

日
ま
で
 

⑥
不
在
者
投
票
所
及
び
時
間
 

赤
池
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
役
場
）
 

で
毎
日
午
前
8
時
 30 

分
か
ら
午
後
5
時
 

ま
で
、
又
、
土
曜
日
、
日
曜
日
も
で
き
 

ま
す
。
 

⑥
不
在
者
投
票
の
手
続
き
 

不
在
者
投
票
を
し
よ
う
と
す
る
人
は
、
 

印
か
ん
（
入
場
券
が
届
い
て
お
れ
ば
入
 

場
券
も
）
を
持
っ
て
、
町
選
挙
管
理
委
 

員
会
で
所
定
の
手
続
き
を
行
な
っ
た
う
 

え
で
投
票
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
病
院
 

や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
指
定
し
た
施
設
で
 

も
投
票
が
で
き
ま
す
。
 

任
期
満
了
に
よ
る
町
議
会
議
員
一
般
 

選
挙
を
4
月
 16 

日
に
告
示
し
、
4
月
 21 

日
に
執
行
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
選
挙
に
 

＼
上
野
の
自
然
が
生
き
る
 

八
「
福
智
山
ろ
く
 

今
」
 

1

g、

 

一
 

『
 

『
 

（
可
マ
＞
 

×
×
 

．・／l
×
、
「
ジ
 
＼
 

、 

H
「
一
一
全
国
各
地
で
は
、
町
の
活
性
化
の
取
 

た
自
然
を
生
か
し
た
赤
池
町
の
町
づ
く
 

亘

あ

い

計

画

」

始

動

 

》
組
み
と
し
て
、
リ
ゾ
ー
ト
開
発
な
ど
多
 

り
計
画
「
あ
い
あ
い
計
画
」
を
策
定
し
 

彩
な
事
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

ま
し
た
。
 

、 
、
 
赤
池
町
で
は
、
福
智
の
自
然
、
上
野
 

「
あ
い
あ
い
計
画
」
と
は
、
赤
池
町
 

＞
、
焼
の
里
を
初
め
と
す
る
文
化
に
恵
ま
れ
 

の
み
な
さ
ん
が
大
切
に
守
り
続
け
た
上
 

『

 

一

 メ
 

イ・ 
'h
ー
 

ン
 

口
 フ

 
一 

々

ノ

 

一 オ
 

《
ウ
 

（
 

ノ
ゆ
 

（ 

ノ中 

》 

事
 

ノ
 
エ
 

〉ン 図
 
た
上
野
地
区
を
赤
池
の
財
産
と
し
て
開
 

野
の
自
然
を
生
か
し
、
町
民
と
町
民
、
 

岸
 

右
 

橋
 

山
 

城
 

峡
 

野
 

『上 

ン
【
 

・ 

イ・、 

】 

サ， 

‘
 

発
か
ら
守
っ
て
来
ま
し
た
。
一
昨
年
来
、
 

町
民
と
町
外
の
人
び
と
が
、
丑
（
に
ガ
出
 

数
多
く
の
学
者
が
来
町
さ
れ
、
守
ら
れ
 

あ
い
、
ふ
れ
あ
い
、
学
び
あ
う
方
こ
と
 

赤
池
を
よ
り
赤
池
ら
し
く
 

廿
サ
イ
ン
計
画
策
定
委
員
会
を
発
足
廿
 

「
福
智
山
ろ
く
あ
い
あ
い
計
画
」
を
推
 

進
し
て
い
る
町
は
、
平
成
二
年
度
「
個
 

性
あ
る
地
域
づ
く
り
推
進
事
業
」
 
で
県
 

か
ら
の
補
助
金
を
受
け
、
委
員
会
を
組
 

織
、
赤
池
町
ら
し
さ
を
ァ
ピ
ー
ル
す
る
 

サ
イ
ン
計
画
に
つ
い
て
、
大
学
教
授
、
 

各
種
団
体
の
代
表
者
、
学
識
経
験
者
が
、
 

赤
池
ら
し
さ
を
求
め
て
話
し
合
い
を
深
 

め
て
い
ま
す
。
 

そ
れ
は
、
町
に
 
「
赤
池
町
ら
し
さ
」
 

を
ど
の
よ
う
な
形
で
創
り
出
す
か
、
ど
 

こ
を
ど
う
残
す
か
、
施
設
や
標
識
を
、
 

町
並
み
を
、
と
話
し
合
い
は
つ
き
ま
せ
 

ん
。
「
赤
池
ら
し
さ
」
を
創
る
サ
イ
ン
計
 

画
策
定
委
員
の
み
な
さ
ん
の
奮
闘
を
期
 

待
し
ま
す
。
 

、、ノ 

（白雲ラインから町を展望する 
サイン計画策定委員のみなさん 

サイン計画策定委員会のみなさん（順不同．敬称略） 

久原 弘 大和町 文 化 連 盟 

渡 正之 皿 山 上 野 焼 

熊谷君晴 下小路 ノノ 

西村正輝 昭和町 ク 

平島良一 堀 田 農 業 

安延幸司 下小路 ク 

長尾智博 原 ク 

日野俊二 松 本 商 工 会 

林 道治 朝日町 地区公民館連合会 

井上孝生 大和町 虎尾桜を心配する会 

山尾勝子 大 谷 まちづくり脚 

小川全夫 山口市 ア ド バ イ ザー 

（山口大学教授） 

大谷英二 高知市 ア ド バ イ ザー 

（東洋大学講師） 

熊谷信孝 下小路 学 識 経 験 者 
（田川高校教諭） 

有馬裕之 福岡市 ア ド バイ ザー 
岡アーバンフオース 

立
侯
補
を
予
定
し
て
い
る
人
に
対
す
る
 

説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
 

●
と
 

き
 

平
成
3
年
4
月
3

日
困
 

午
後
1
時
 30 

分
か
ら
 

●
と
こ
ろ
 
赤
池
町
民
会
館
2
階
会
議
室
 

●
そ
の
他
 
説
明
会
当
日
に
侯
補
者
届
 

等
の
用
紙
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
印
か
 

ん
を
持
参
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
統
一
 

地
方
選
挙
の
手
引
き
の
本
を
斡
旋
い
た
 

し
ま
す
。
 

※
問
い
合
わ
せ
先
 
赤
池
町
選
挙
管
理
 

委
員
会
（
役
場
内
）
谷
 28 

1
2
0
0
4
 

さ
わ
や
か
に
盛
り
上
が
る
 

二
月
三
日
 
「
節
分
の
日
」
、
 

春
の
日
差
し
が
い
っ
ぱ
い
の
中
、
 

第
五
回
町
民
綱
引
き
大
会
が
開
 

催
さ
れ
ま
し
た
。
 

参
加
 32 

チ
ー
ム
は
そ
れ
ぞ
れ
 

町
民
会
館
、
勤
労
者
体
育
セ
ン
 

タ
ー
に
A

パ
ー
ト
B

パ
ー
ト
に
 

別
れ
、
リ
ン
グ
リ
ー
グ
で
戦
い
 

ま
し
た
。
今
年
は
実
力
ナ
ン
バ
ー
 

ワ
ン
の
三
支
所
公
民
館
が
一
般
 

男
子
の
部
で
圧
倒
的
な
強
さ
を
 

発
揮
し
、
優
勝
し
ま
し
た
。
 

小
学
生
の
部
で
優
勝
し
た
五
区
公
民
館
 

の
前
村
け
ん
じ
ろ
う
君
（
小
学
二
年
生
）
 

に
勝
因
を
聞
い
て
見
ま
し
た
。
 

「
さ
い
し
ょ
、
向
こ
う
が
引
っ
ぱ
っ
 

た
と
き
、
ふ
ん
ば
っ
ち
ょ
く
ん
よ
」
 

「
そ
し
て
、
お
い
ち
ゃ
ん
の
か
け
声
で
引
 

く
ん
よ
、
そ
し
た
ら
、
勝
つ
」
 
と
あ
っ
 

さ
り
答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。
さ
す
 

が
で
し
た
。
終
わ
り
に
、
体
育
協
会
の
 

を
基
本
に
、
福
智
下
宮
か
ら
上
野
峡
ま
 

で
の
県
道
に
「
出
会
い
ふ
れ
あ
い
の
場
 

所
」
と
し
て
の
施
設
の
建
設
と
歩
道
の
 

整
備
を
中
心
に
進
め
る
こ
と
に
し
て
い
 

ま
す
。
 

具
体
的
に
は
、
①
四
百
年
の
伝
統
を
 

誇
る
上
野
焼
の
陶
芸
の
里
を
強
く
ア
ピ
ー
 

ル
す
る
た
め
、
多
目
的
に
使
用
で
き
る
 

「
陶
芸
博
物
館
」
を
原
付
近
に
建
設
す
る
 

②
上
小
路
付
近
に
は
、
河
村
光
陽
の
生
 

誕
地
と
し
て
、
町
外
か
ら
の
お
客
さ
ん
 

に
も
、
の
ん
び
り
と
楽
し
い
時
間
を
過
 

ご
せ
る
屋
外
ス
テ
ー
ジ
を
持
っ
た
 
「
河
 

村
光
陽
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
」
 
を
建
設
 

す
る
。
③
皿
山
に
は
、
株
式
会
社
は
せ
 

が
わ
の
民
間
活
力
を
導
入
し
た
東
洋
文
 

化
の
殿
堂
「
企
業
博
物
館
」
を
建
設
す
 

る
。
④
福
智
川
川
沿
い
三
カ
所
に
は
、
 

水
と
遊
べ
る
小
公
園
「
ポ
ケ
ッ
ト
ウ
オ
ー
 

大
島
会
長
は
「
春
が
そ
こ
ま
で
来
た
よ
 

う
な
大
会
で
し
た
」
 
と
締
め
く
く
り
ま
 

し
た
。
 

小
学
生
の
部
 

優
 
勝
 
五
区
公
民
館
 

準
優
勝
 
猿
畑
公
民
館
 

青
年
女
子
の
部
 

優
 
勝
 
十
二
支
所
公
民
館
 

準
優
勝
 
七
区
公
民
館
 

青
年
男
子
の
部
 

優
 
勝
 
猿
畑
公
民
館
 

準
優
勝
 
七
区
公
民
館
 

一
般
女
子
の
部
 

優
 
勝
 
小
藤
公
民
館
 

準
優
勝
 
三
区
公
民
館
 

一
般
男
子
の
部
 

優
 
勝
 
三
区
公
民
館
 

準
優
勝
 
猿
畑
公
民
館
 

負けないわよ ツ
 

レ
 

ソ
 

※
お
詫
び
と
訂
正
 

健
驚
零
ま
つ
り
の
チ
ラ
シ
（
配
布
済
）
 

の
中
で
、
肺
ガ
ン
検
診
料
千
円
は
 

百
円
の
誤
り
で
す
。
お
詫
び
し
て
 

一
訂
正
し
ま
す
。
 

Z
「i
一j 

タ
ー
フ
ロ
ン
ト
」
 
を
建
設
す
る
。
 
な
ど
 

が
主
な
も
の
で
す
。
 

現
在
工
事
中
の
「
ポ
ケ
ッ
ト
ウ
ォ
ー
タ
ー
 

フ
ロ
ン
ト
」
工
事
は
、
平
成
二
年
度
個
性
 

あ
る
地
域
づ
く
り
推
進
事
業
で
県
か
ら
 

の
補
助
金
を
受
け
、
上
野
峡
の
玄
関
口
 

に
、
水
を
取
り
入
れ
た
都
市
型
公
園
を
 

建
設
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
カ
ナ
ー
 

ル
広
場
や
イ
ベ
ン
ト
広
場
と
、
ち
ょ
っ
 

と
し
た
催
し
に
も
使
用
で
き
ま
す
。
 

「
あ
い
あ
い
計
画
」
を
進
め
る
に
当
 

た
っ
て
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
 

力
と
多
く
の
資
金
が
伴
い
ま
す
。
地
域
 

の
整
備
が
進
め
ば
、
地
域
の
方
が
た
の
 

生
活
も
変
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
 

あ
い
あ
い
計
画
の
完
成
に
は
長
い
年
 

月
が
必
要
で
す
。
赤
池
町
の
財
産
で
あ
 

る
福
智
山
ろ
く
を
み
ん
な
で
生
か
し
ま
 

し
ょ
・
つ
。
 

固定資産課税台帳の縦覧期間は 
4月1日～20日まで、役場税務課にて 


